
第３０回 名古屋市被災地域支援本部会議 次第  
令和元年１２月９日（月） 
特  別  会  議  室  

議 題  被災地支援の取り組みについて 
  １ 職員派遣     

２ 陸前高田市との交流     
  ３ 被災者の受け入れ支援   
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１ 職員派遣 

（１）令和元年度の職員派遣  

   ア 年間を通じた派遣 

派 遣 先 職 務 内 容 派遣所属名（派遣人数）

陸前高田市

防 災 関 係 業 務 防 災 課 （１）

産 業 労 働 事 務 商 政 課 （１）

道 路 等 復 旧 業 務 建 設 課 （１）

復 興 計 画 推 進 市 街 地 整 備 課 （４）

学校建設の施工管理等 教育委員会管理課（２）

水道整備関係業務 水 道 事 業 所 （１）

計 
名

１０ 

気 仙 沼 市

下 水 道 復 旧 業 務 下 水 道 課 （１）

計 
名

１ 

イ 短期派遣 

派 遣 先 職 務 内 容 派遣所属名（派遣人数）

陸前高田市

市 民 税 業 務 税 務 課 （２）

計 
名

２ 

 （注）１  地方自治法第２５２条の１７に基づく派遣 

２ 短期派遣は令和２年１月７日～３月１８日(予定) 

  ＜参考＞ 

 （注）長野市への派遣は令和元年１２月９日～令和２年３月３１日 

派 遣 先 職 務 内 容 派遣所属名（派遣人数）

熊 本 市

熊本城域の建造物の災害復旧業務 熊本城総合事務所 （１）

計 
名

１ 

長 野 市

土砂混じりがれき処理等業務 公費解体対策室 （１）

計 
名

１ 
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（２）これまで陸前高田市等に派遣した職員が貢献した主な事業 

  ・財務システム及びデータの復旧 

・庁内ＬＡＮの構築、情報ネットワークの復旧 

・り災家屋の調査、土地関係のデータの復旧 

・戸籍・住民票、国民健康保険、生活保護、介護保険、家庭ごみ

収集等の行政サービスの回復 

・震災復興計画の策定 

・農業・林道関係のデータの復元 

・防災行政無線の復旧、地域防災計画の改訂 

・バス路線や鉄道等の交通政策の調整 

・被災した保育所、子育て支援センター等の再開 

・災害保健支援チームの総括、被災者に対する保健指導等の実施 

・被災した小中学校の施設の応急復旧、建設 

・水道事業の運営事務及び被災した水道施設の復旧 

・被災中小企業の再開支援 

・区画整理事業に係る調整・工事 

・橋梁復旧・復興道路の整備 

  ・高台への防災集団移転に係る調整・工事 

  ・火災予防に関する技術指導等の実施 

  ・新築家屋等に係る固定資産税の評価 

  ・市民税等に係る申告相談受付、課税資料の処理 

  ・埋蔵文化財の発掘調査 

  ・新図書館の開設準備、運営面に係る指導 
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（３）陸前高田市等への支援に対するネット・モニターアンケートの実施 

本市が実施する職員派遣などの被災地支援活動について、市民の

考えや評価を調査し、今後の被災地支援の参考にする。 

区 分 内     容 

調 査 テ ー マ 東日本大震災被災地支援活動について 

期 間 令和元年８月９日（金）～８月１９日（月） 

対象モニター
調査対象５００名に対して有効回収数４４２名 

（有効回収率８８．４％） 

調 査 結 果

・職員派遣について、「賛成」が５９．３％、「ど

ちらかというと賛成」が３４．６％ 

・来年度以降の陸前高田市への職員派遣について、

「陸前高田市の要望に即した職員派遣を継続した

方がよい」が７９．０％ 
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（４）報告会等の開催 

  ア 市民向け 

市民の理解と協力を得て、継続して被災地支援を行っていく

とともに、市民の防災意識の高揚を図るため、被災地の現状や

震災の教訓等を伝える取り組みを行っている。 

   

（ア）被災地派遣職員による講演会 

内  容：被災地支援を通して培った知識や経験等につい

て、体験談を交えながら、市民へ伝えるもの 

実施場所：５区（令和元年１０月３１日時点。今年度中に

全区で実施予定） 

 

（イ）パネル展示等各種広報 

・港防災センターでのパネル常設展示 

・ぼうさいこくたい２０１９関連事業での展示 

・市公式ウェブサイトへの掲載         等 

 

イ 職員向け 

報告会等を開催し、被災地支援活動を通じて得られた経験等 

を伝えることで、行政組織としての防災力の向上につながる取

り組みを行っている。 

 

（ア）被災地派遣職員による報告会 

  実施時期：令和元年９月４日（水） 

  会 場：中区役所ホール 

  参加者数：２７９名 

 

（イ）職員を対象とした庁内イントラネットへの掲載 

 

 



- 5 - 
 

（５）その他の取り組み 

   市民の防災意識の向上を図ることを目的として、気仙沼市のリ

アス・アーク美術館の常設展示「東日本大震災の記録と津波の災

害史」の巡回展示を行った。 

ア 名古屋市港防災センター 

平成３１年３月５日（火）～令和元年９月８日（日） 

 イ セントラルパーク 情報ギャラリー 

令和元年１１月５日（火）～１２月１日（日） 
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（６）令和２年度の職員派遣予定 

ア 方針 

・被災地の厳しい状況に鑑み、引き続き陸前高田市に対して、

要請のあった職務に精通した職員を派遣し、支援を行う。 

・被災地域支援本部事務局職員及び派遣元局の職員が定期的に

被災地を訪問し、派遣職員との情報交換、意見交換の場を設

けることにより、派遣職員が孤立しないようサポートを継続

する。 

 

イ 内訳 

派 遣 先 職  務  内  容 職    種 人 数

陸前高田市

 防 災 関 係 業 務 一 般 事 務 
名

１ 

産 業 労 働 事 務 一 般 事 務 １ 

観光交流・振興事務 一 般 事 務 ２ 

道 路 等 復 旧 業 務 技 術 １ 

復 興 計 画 推 進 一般事務・技術 ４ 

水 道 整 備 関 係 業 務 技 術 １ 

計 １０ 

（注）陸前高田市等と名古屋市被災地域支援本部との調整に基づく現

時点での見込み。年間を通じて同一職員による派遣を予定 
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２ 陸前高田市との交流 

陸前高田市への行政機能の“丸ごと支援”を契機として広がって

きた両市の交流が末永く続けられるよう、平成２６年に陸前高田市

と名古屋市において締結した友好都市協定により、両市間の交流を

推進している。 

（１）市民の交流 

ア 市民美術展等での相互展示 

両市で開催されている市民美術展等において、両市の市民の

優秀作品を隔年で相互に展示し、交流を図るもの。今年度は陸

前高田市で開催された市民芸術祭において、名古屋市民の優秀

作品（日本画）を展示した。 

会  期：令和元年１１月２日（土）～４日（月） 

展示作品：陸前高田市民芸術祭の優秀作品と併せて名古屋

市の区民美術展の優秀作品を展示 

 

イ 名古屋市及び陸前高田市市民交流事業補助制度 

両市における市民交流の促進に資することを目的として、交

流事業を実施する団体に対する補助制度を実施した。 

補  助  金  額：上限１０万円 

交付申請団体数：１団体（令和元年１０月３１日時点） 

          

ウ イベントにおける郷土芸能の披露 

第６５回名古屋まつり及びぼうさいこくたい２０１９関連事

業において、陸前高田市を本拠として活動している太鼓の団体

を招待し、名古屋市民の前で披露した。 
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（２）子どもたちの交流 

平成２４年に陸前高田市と名古屋市の両教育委員会において締

結した「絆協定」により、両市の子どもたちによる相互訪問等を

通して交流を深めるとともに、両市の将来のまちづくりを担う人

材の育成を図った。 

ア 本市の中学生による陸前高田市訪問 

区 分 内      容 

実 施 期 間 令和元年８月２１日（水）～２３日（金） 

訪 問 者 数
３６名 瑞穂区３校、熱田区３校、中川区７校、 

港区８校、南区７校、緑区８校 
より各１名 

主 な 行 程

＜１日目＞ 釜石鵜住居復興スタジアムの見学 

      震災学習列車乗車 

＜２日目＞ 陸前高田市教育長からの防災講話 

震災遺構の視察、仮設住宅での交流 

陸前高田市交流団との交流・意見交換会

＜３日目＞ 産業体験（牡蠣
か き

養殖） 

生徒の主な声

・ 今回の交流で当時の被災状況や現在の防災の取り

組みを学べただけでなく、実際に被災した方の本

当の気持ちも知ることができた。多くの人に伝

え、これからの学校での防災の取り組みに活かし

ていきたい。 
 
・ 震災学習列車や震災遺構の見学などから、震災

被害の大きさや恐ろしさを学びながら、今身近

にある当たり前の日常の大切さを知った。 
 
・ つらいことがあっても前向きに生きているという

ことにすごく感動した。前向きになれた理由の一

つに、名古屋市の力があったという話を聞いて嬉

しかった。これからも名古屋市民として、陸前高

田市やそれ以外の市とも協力していけたらよいと

思った。 
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イ 陸前高田市の中学生による名古屋市訪問（予定） 

区 分 内      容 

実 施 期 間  令和２年１月７日（火）～９日（木） 

訪 問 者 数  ２０名 

主 な 行 程

 ＜１日目＞名古屋市交流団と交流・意見交換会 

     名古屋城見学  ＜２日目＞職場体験  ＜３日目＞本市中学校での交流、科学館見学 

 
（３）産業支援 

「陸前高田産業支援デスク」を設置し、陸前高田産品の販路開

拓を図るなど、現地企業を支援している。 

ア イベントへの出展 

（ア）陸前高田市で開催されるイベントへの出展 

陸前高田市産業まつりにおいて、なごやめしの提供を行う

名古屋市ブースを出展し、陸前高田市民や地元商工業者との

交流を図った。 

（イ）本市で開催されるイベントへの出展 

名古屋まつりなどに出展を行い、陸前高田産品の販売やＰ

Ｒを行った。 

イ 商談会開催等への支援 

陸前高田の企業と当地域の企業との商取引の活性化を図り、

名古屋地区での販路開拓を支援するため、名古屋市内で開催さ

れる商談会について、陸前高田の企業の招待や当地域の企業へ

のＰＲ等を実施している。 

（ア） いわて食の商談会ｉｎ名古屋（岩手県等主催） 

実施日：令和元年７月１１日（木） 

陸前高田の参加企業数：２社 
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（イ） 第６回売り込み！商談マーケット（名古屋商工会議所等主
催）（予定） 

実施日：令和２年２月１８日（火） 

ウ 人材確保支援 

若い世代の現地企業への就労を促進するため、高校生を対象 

とした企業訪問を実施した。 

実 施 日：令和元年９月１７日（火） 

参加企業数：７社 

参加生徒数：１２１名 

（４）医療支援 

名古屋市立大学看護学部の推薦入試に設置された陸前高田市枠

を通して、看護の中核的人材の育成を図るなど、陸前高田市の地

域医療を支援している。 

【名古屋市立大学看護学部陸前高田市枠の概要】 

区 分 内     容 

対 象

出願時点または東日本大震災発災時に陸前高田市に

住民登録を有し、岩手県気仙地区（陸前高田市、大船

渡市及び気仙郡住田町）内の高等学校卒業の者 

期 間 平成２５年度入試～平成２９年度入試の５年間 

支 援 内 容

・入学検定料及び入学料、４年間の授業料を全額免除

・名古屋市立大学が宿舎を斡旋し、家賃の一部を名古

屋市と名古屋市立大学が負担 

在 籍 学 生 数 ４名（３学年～４学年 各２名） 

卒 業 生

６名 

※陸前高田市において、名古屋市立大学看護学部陸前

高田市枠卒業生登録制度要綱を定め、卒業生のフォ

ローアップを実施。 
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３ 被災者の受け入れ支援 

（１）本市受入被災者数 

                  令和元年１０月３１日現在 

区 分 世 帯 数 人 数 

市 営 住 宅  
世帯 

２ 
 名 

３ 

県 営 住 宅 １ ２ 

民 間 住 宅 等 １３４ ３２２ 

計 １３７ ３２７ 

 

（２）各局の主な支援実績  

所 管 局 支  援  内  容 実     績 

防災危機管理局 定 期 便 に よ る 情 報 提 供 １５７回

総 務 局 女性のための総合相談 ４２件

財 政 局
税 務 証 明 申 請 に 係 る
手 数 料 の 免 除

３７１件

市民経済局

住 民 票 の 写 し 等 の
手 数 料 の 免 除

１，０６９件

東日本大震災被災者支援ボラン
ティアセンターなごやの運営  

相談３,６１３件
交流会６４回、１,７１９名

観光文化交流局 外 国 人 相 談 ９件

環 境 局
リ ユ ー ス （ 再 使 用 ） 
家 具 の 提 供 

１２７世帯、２６１個
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所 管 局 支  援  内  容 実     績 

健康福祉局

生活福祉資金等の貸付 １６件

生 活 保 護 ２５件

介 護 保 険 保険料災害減免等３８件

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 、 
自立支援医療等に関する相談  

    ５４件

予 防 接 種 の 受 付 ４４９名

国 民 健 康 保 険 、 後 期 
高齢者医療、国民年金 

保険料災害減免等３６４件

子 ど も
青 少 年 局

保 育 所 へ の 入 所 １７園、２５名

妊 婦 及 び 乳 幼 児 の 
健康相談と健康診査等

母子健康手帳交付等４０件
乳幼児健康診査５２名

住宅都市局

 

市 営 住 宅 等 の 提 供

風呂釜、コンロ、毛布、 
照明器具、エアコンの提供 

入居決定１４５世帯、３９５名

風 呂 釜  ７０個
コ ン ロ １１３個
毛  布 ２３２枚
照明器具 １１４個
エアコン  ５２台

緑政土木局 東山動植物園への無料招待 ９回、２８２名

教育委員会

小学校・中学校・高等学校・
幼稚園等への転入学の人数

１０９校（園）、１８７名

就学援助（認定件数） ６１件

病 院 局
市 立 病 院 で の 
一 部 負 担 金 等 の 免 除 

１２５件

（注）実績は平成２３年３月１１日から令和元年１０月３１日までの延

べ総数 


